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1.　本研 究は社 会教育 の場において，最近そ の重要性

が説 かれてきた家 庭教育が家事科および家庭科 の分 野に

おい てどのように取上げられてきたかをみよ うとし たも

のであ る。

2. 本 資料は明治・大正・昭和の戦前戦後 に出 版され

た，家 事科並びに家庭科 の教科書 中にこ れを求 め，数量

的 にまた質的 分析を試み た。

3.　その成果：明治から大正 に か け て の教科書 には

「家 庭の教育」の項がかかげられてい るが，現行 のもの

では家 庭教育の語が省かれ，生活指導そ の他 になってい

る。前 者においては諸徳一従順・誠実，慈愛 ・克己 ・勇

気－ を私養するこ と を あ げ，そ の躾方 とし て命 令・禁

止・訓戒・賞罰を必要 とする とし， また玩具 ・絵 画・言

語等による智育を強調している。以上 に4  ～20頁 をとっ

てい る。 明治の末頃には小児の性質一般 を取り上げ たも

のもみられる。 後者すな わち戦後 のも のに は「家庭一般」

で生 活指 導として約10頁，「保育」には生活指 導・生活

習慣 ・精神 衛生等に30～40頁が使 われ てい る。前 者は諸



徳 の涵養 を強 く打 ち出してい るが，

みるこ とがで きると思 う。

後者 は適応 の教育 と
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